
水俣市立明水園での看護師業務について 

 

【水俣市立明水園について】 

 昭和４３年９月、水俣病が我が国で 

初めて公害病と認定され、その患者の 

方々の救済は大きな社会問題となって 

いました。 

 そこで医療と生活の両面からの支援 

を行うため、昭和４７年１２月に本施 

設が設立され、以降、水俣病認定患者 

の皆様の療養施設として今日に至って     ▲水俣市立明水園 

います。                  

水俣市立明水園では、医師、薬剤師、理学療法士、看護師、介護員、生活支援

員等、専門の資格職を配置し約７０人のスタッフで、定員６５人の利用者の皆様

の健康の維持増進、日常生活支援を行っています。 

 

【水俣市立明水園における看護師の業務について】 

 〇目標及び方針  

  利用者の方々が高齢化・重症化していることから、病状の安定に十分配慮す

るとともに、医師をはじめ他職種と連携し、新たな疾病の予防並びに早期発見、

早期治療に努めています。 

〇主な業務 

 １ 利用者の看護に関すること 

 ２ 療養上必要な生活の環境整備及び安全管理に関すること 

 ３ 看護処置に必要な材料、器具の整理、保管に関すること 

 ４ 看護に関する医療事故防止及び感染防止に関すること 

 ５ 看護記録及び関係帳簿の整理に関すること 

 ６ 入院及び退院に関すること 

 ７ 利用者に対する家族及び面会人に関すること 

 ８ その他看護業務に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ▲明水園から臨む不知火海の風景 


